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系科目では，LMS として Google Classroom を中心に活用している．授業資料の閲覧や質問

































 学生の活動のアウトプットである提出物に対して評価点を付与し，一斉に Google 
Classroom に評価点を書き込む． 









1. 学生が活動を行った成果のアウトプットを Google Classroom へアップロードする 
2. 課題の提出状況に合わせて，提出した場合は基礎点，未提出の場合は 0 点の得点一
覧が SpreadSheet をインターフェイスとして生成される． 
3. 副担当者（または TA)は成果物をチェックし，良い成果物には加点を与えるため，
評価点を修正する． 
4. 評価点を決定したのち，一斉に Google Classroom へ得点を書き込む 
 
 
図 4.1.1 評価点の一斉書き込みツール 






























図 4.1.2 グラフィカル・サマリ 






























































 MUSIC では，新しい Eラーニング「スマートラーニング」をキーワードに，さまざまな教
育目的，教育スタイル，環境に有機的に対応できるプラットフォームサービスを構築する． 







































4.2.3 情報科目群共通ツールセット「MU 情報ツールボックス」 
 2019 年度は情報科目群を受講する学生に向けた情報ツールボックスを作成した．ツール
ボックスの構成は，各授業の概要を説明した「情報科目について」，必修科目で利用する
Gsuite アプリケーション，およびプロログラミング授業で利用する Minecraft や micro:bit
などを説明した「情報科目で使うツール」，またグループワークで参考となる資料，プレゼ
ンテーションで参考となる資料などをまとめている（図 4.2.1）．これらのツールは 2020 年
度の情報科目群で活用する予定である． 
 
図 4.2.1 情報科目群で利用するツールボックス 
 
